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	参加目的：

新たな量子臨界点の存在を示唆するCeCuAl3の圧力下における電気抵抗測定と，CeCuAl3の関連物質であるCeTX3 (T = Cu, Ag, X = Ga, Al)の単結晶の磁化・電気抵抗測定の結果を通して，地方大学の一研究室で，純良単結晶試料育成，高圧・極低温環境下の測定ができることをアピールするために国際学会に参加する。

	会議の状況：

三年に一回開催される当会議は磁性に関する様々な領域の研究者が集結する規模の大きい会議であり，今回は2000件を超える発表がなされた。ノーベル賞受賞者であるP. W. アンダーソンをはじめとして，各領域の著名人による講演もおこなわれ，質の高い会議であった。 

	成果概要：

私は表題に示すように二件の発表をポスターセッションにて行った。

CeCuAl3の高圧下電気抵抗の発表では8 GPaに量子臨界点が存在する可能性を示唆する結果を報告した。CeCuAl3は過去にNMR測定から量子臨界点が1 GPaに存在する可能性が示唆されていた物質であるが，量子臨界点の違いは試料依存性によるものであることを提案した。私達が導き出した結論に議論の余地があり，その箇所について活発な議論を行った。その議論を通して，実践的な英語力を鍛えることもできた。

CeTxGa4-x (T = Cu, Ag)の発表ではフラックス法によるこれらの単結晶の育成に成功したこととこれらの磁化・電気抵抗測定の結果を報告した。これらの系のフラックス法による単結晶の育成は私達が初めてであることもあり，ポスターを見に来られた方々から興味を持たれ，地方大学の一研究室が一流の研究室と同等の研究を行えることを示せた。




